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 【構想策定の目的】 

栗原市では、急速な少子高齢化と人口減少が続く中で、国道４号築館バイパスやみやぎ県北高

速幹線道路の延伸など、高速交通体系が大きく変化しています。こうした市を取り巻く状況に対

応するためには、市のへそとなる真に中核的な機能が集約されたエリアを設定し、開発すること

が重要であると考えます。 

東北新幹線くりこま高原駅周辺から築館宮野地区までの地域は、国道４号築館バイパスや、み

やぎ県北高速幹線道路など高速交通網の結節点となるエリアであり、新たな交流や賑わいを創出

する拠点として今後まちづくりを進めていく上で、市の核となる重要な場所であると考え、第２

次栗原市総合計画及び第２次栗原市国土利用計画（平成 29年 3月）において「中核機能地域」と

して位置付けています。 

本構想は、これらのエリアの現状・課題を把握し、「中核機能地域」のコンセプトや導入機能、

土地利用等を検討し、今後の整備の方向性を示すことを目的に策定します。 

 

【対象エリア】 

「中核機能地域」は、高

速交通網の結節点となる

東北新幹線くりこま高原

駅周辺から築館宮野地区

までの地域です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【構想の位置付け】 

本構想は、市及び県の 

上位・関連計画を踏まえ 

て、策定します。 

 

 

 

 

 

１．中核機能地域の整備の基本構想の策定にあたって 

中核機能地域 
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①まちづくりの課題と中核機能地域形成の基本的な考え方 

栗原市を取り巻く環境や課題を踏まえ、中核機能地域形成の基本的な考え方を整理します。 

  

【都市機能集約化の推進】 

・10地区それぞれに地域や生活の拠点があるが、栗原市全域の市民が集
まりやすく行きやすい拠点に欠ける。 

・合併後 10年が経過するが、合併によるスケールメリットを活かした都
市づくりが進んでいない。 

・各上位・関連計画でも都市機能のコンパクト化・ネットワーク化が求め
られている。（「宮城県の将来ビジョン」、「第２次栗原市国土利用計画」） 

【急速な人口減少と少子高齢化】 

・人口は減少を続けており、高齢化率は 36.2％（2015年国勢調査）、小
学生の数は 25年間で６割減少（学校基本調査）。 

・市の待機児童は毎年発生しており、保育施設の供給不足が起きている
（平成 29年度は 24名）。 

・将来人口の推計での高齢化の進行が予測されており、高齢者の数は減
少傾向でも、その割合は増加を続け、2025年頃には高齢化率は 40％
を超える。（人口ビジョン） 

・社会減が続いており、特に 10代後半から 20代前半の層の転出が多く
なっている。 

・栗原市の子育て環境が「整っている」と回答した人は３割未満で、半
数以上が「整っていない」と回答している。(結婚・出産・子育てに関
する意識調査(平成 27年)) 

【様々な地域を結ぶ良好な交通ネットワーク】 
・東北の背骨の一角・栗駒山を背に構え、海岸から離れているため、古
くから陸路を中心とした交通が発達してきた。 

・南北に国道４号及び東北自動車道、東西に 398号が走り、東北新幹線
くりこま高原駅が存在する交通の要衝である。 

・みやぎ県北高速幹線道路が国道４号築館バイパスに接続することで、
交通や流通の拠点としての更なる機能強化が望まれる。（みやぎ県北高
速幹線道路事業計画） 

・市民満足度調査（平成 27年）では、産業分野の将来像についての満足
度は４割程度で他の項目より相対的に低い。 

・生産額ベースで市内の産業は全体的に緩やかな衰退傾向にあり、今後、
生産年齢人口の減少に伴い、さらに経済が衰退する恐れがある。 

【広域文化圏が生む多様な地域ブランド】 
・県下最大の面積を誇り、２県に隣接するため、多様にブレンドされた文
化圏が形成されている。 

・栗駒山やジオサイト、田園風景に代表される豊かな自然や観光資源を有
している。 

・全国的なインバウンド市場の拡大に伴い、インバウンド観光客の増加が
予想される。 

・市内の産業が活力を持ち、市民が地域で働く場を確保するために、地
域資源を活用した観光業の充実が必要。（栗原市まち・ひと・しごと創
生総合戦略） 

・宿泊需要は増加しており、宿泊施設や二次交通手段など、受入れのた

めの観光インフラを整えることが求められる。 

・全市民が集える場

の創出 

・都市機能のコンパ

クト化・ネットワ

ーク化の推進 

・少子高齢化の進行 

・子育て環境の充実 

・交通アクセスの良

さを活かしたま

ちづくり 

・経済の活性化 

・豊かな地域資源の

活用 

・観光の振興 

２．中核機能地域形成の基本的な考え方 

栗原市を取り巻く環境 課題 
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客受入れ体制

の充実 

中核機能地域形成の 
基本的な考え方 
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②中核機能地域における拠点の創出 

中核機能地域において、市民や来訪者のアクセス性、土地利用の状況等から、特徴あるエリア

３つを抽出し、その強みを活かした拠点を創出します。 

 

【３つの拠点の概要】 

拠点１ 生活創造拠点 ：栗原中央病院や生活施設、公的施設などの都市機能が集約する地

域として、市民生活の質を高める拠点とします。 

拠点２ 商業観光拠点 ：みやぎ県北高速幹線道路と国道４号築館バイパス交差部周辺を、

交通の要衝であることを活かした、商業や観光の活性化を図る拠

点とします。 

拠点３ 移住・交流拠点：市の玄関口であるくりこま高原駅周辺を、移住の促進や市民と来

訪者が交流を楽しむ拠点とします。 

 

【中核機能地域の拠点位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子国土地理院（約 30,000 分の１地形図） 
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①拠点のコンセプトと形成イメージ等 

【拠点のコンセプト】 

 

  

 

【拠点の形成イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

【当拠点でイメージする将来の生活像 ～子育てと趣味の両立～】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 栗原の豊かな自然を活かした自由度の高い公園で子どもたちの創造性を育める。 

 シンプルで創造性を生む空間設計。 

 サークル活動や小さな生業を市民が持ち寄り発揮できる場。 

 『ＡＬＬ栗原』の象徴として１０地区すべてが集える場。 

（１）『生活創造拠点』（栗原中央病院周辺） 

３．中核機能地域内における各拠点のコンセプト・土地利用等 

 
市民の自由な発想により創り上げる、１０地区すべての市民が集えるエリア              
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②周辺エリアの現状と課題 

 多様な市民の集結点と成り得るポテンシャル 

栗原中央病院周辺は近年区画整理された土地であることから、病院の他、小売店や飲食店

などの生活施設や、近隣には築館高校や消防署等の公的施設も立地するなど生活に関する機

能が集積する地域となっており、市民にとっても来訪しやすいエリアとなっています。 

 ALL 栗原市民を対象とした都市機能の補完 

幹線道路を軸に建物が建ち並び、新市街地として市街化が進んだ一方で、栗原中央病院の

北東部には、整備により活用の可能性の高い土地が残されています。この土地を活用し、よ

り質の高い市民の暮らしに資する機能の補完が求められています。 

  

【位置図】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敷地面積 約７ha（築館高校グラウンド整備エリアを除く） 

都市計画 用途地域：第１種住居地域（建ぺい率：６０％／容積率：２００％） 

交通機関 
・東北新幹線くりこま高原駅から車で約１０分 

・東北自動車道築館ＩＣから車で約１０分 

  

電子国土地理院（約 7,500 分の１地形図） 

築館高校グラウ

ンド整備エリア 

生活創造拠点 

築館高校 

栗原中央病院 
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③ニーズ 

 自由な市民活動の場の創出 

総合計画に関するアンケート（平成 27年）の結果では、栗原市の資源である豊かな自然を

享受できる農村公園・河川公園など、公園の整備状況に対しての満足度は 39.8%と他の項目と

比較して低い傾向があります。 

若者ワークショップでは「創造性を高める広くて自由度の高い公園が欲しい」、「セントラル

パークのような公園や花見のできる公園があると良い」「普段できない体験ができるプレーパ

ークで休日に親子で遊びたい」「ALL 栗原で集まれる場所が欲しい」といった意見が出されまし

た。 

また、岩ケ崎高校２年生を対象としたアンケート※１（平成30年）結果によると、市の「山や川

などの美しい自然環境」等について満足度が高い一方で、「レジャー施設の充実」や「まちの賑わ

い」の項目は低くなっています。さらに、宮城県がこのエリアに築館高校グラウンドの移転を計

画していることから、築館高校グラウンドとの相乗効果によるエリアの活性化を図る必要があ

り、市民生活の向上を目的に、市民が集まりやすく、利用しやすい公園の整備が考えられます。 

※１ 岩ケ崎高校アンケート調査の目的：総合的な学習の時間を活用し、岩ケ崎高校の２年生 83人が、栗原市が抱える

課題解決に向けて検討し、具体的な解決策を市に提案する取組を行っていま

す。こうしたことから、市の将来を担う若い世代のニーズの把握を目的とし

て、岩ケ崎高校を対象としたアンケート調査を実施したものです。 

 
〇栗原市総合計画に関するアンケート結果（平成 27年） 

 

 

 

 

 

 

 

○若者ワークショップ・市民等検討会議・高校生アンケートでのアイディア 

 10 地区が集える公園 

 普段できない体験のできるプレーパーク 

 子どもが自転車に乗れる広いスペース 

 夏でも冬でも遊べる自由な遊び場 

 世代や経験を問わず楽しめるレジャー施設、体を動かせる場所 

 友人と楽しめる・遊べる施設が市内にあると良い 

 イベント（特に若者向け）が増えると良い 等 

 

〇岩ケ崎高校生へのアンケート結果（平成30年） 

 

 

 

 

 

 

他の多くの項目は、満足度が40%を超えており、

農村公園・河川公園の整備、パークゴルフ場の整備

に関する満足度は低くなっています。 

「Ⅰ－１ 豊かな自然環境と共生した生活を実現します ２．豊かな自然に恵まれた魅力ある生活環境を創造しま
す。（主な事業：農村公園・河川公園の整備、パークゴルフ場の整備）」の項目（施策）に対する満足度 

満足度 39.8% 31.7% 
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 子育て環境の充実 

「結婚・出産・子育てに関する意識調査（栗原市まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成28年

2月））」では、栗原市の子育て環境が「整っている」と回答した人の割合は、全体の２割以下に留

まります。その理由として「医療環境」や「子育て環境」の更なる充実等が挙げられています。ま

た、「男女共同参画社会に関する市民意識調査（平成 27年）」においても、「子どもを産み育てやす

くする環境整備に必要なこと」として、保育制度や保育施設の充実を求める人が多く、特に女性の

回答として「保育や介護の施設、サービスを充実させる」が 60.5％と高くなっています。 

市では様々な子育て支援策を推進していますが、市民の子育て支援へのニーズがさらに高ま

っていることから、市の拠点となる場所に子育て支援機能を設け、積極的な利用を推進し、市民

の子育てに対する満足度の向上が求められています。 

 
〇結婚・出産・子育てに関する意識調査（平成27年） 「栗原市の子育て環境について」 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
〇男女共同参画社会に関する市民意識調査（平成 27年） 
「子どもを産み育てやすくする環境整備に必要なこと」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

35～ 
39 歳 

25～ 

29 歳 

30～ 

34 歳 

合計 

子ども有  

子ども無
無回答 
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 防災機能の強化 

生活創造拠点は、防災機能の強化も求められます。 

栗原市地域防災計画（平成 29年 3月 10 日現在）において、隣接する築館高校をヘリコプタ

ー離着陸場所として定めていますが、教育施設であることから、今後整備する本エリアへ移転

し、緊急輸送の拠点としての機能を検討する必要があります。 

また、本エリア付近は迫川の浸水想定区域内に位置しており、平成 27年 9月の豪雨の際

に、床上浸水 11棟及び床下浸水 15棟の被害が報告されていることから、排水対策が急務とな

っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

○栗原市地域防災計画【第５編】「ヘリコプターの離着陸場所（築館地区）」 
 

○迫川浸水想定区域図（想定最大規模）（平成29年、宮城県河川課） 

生活創造拠点 
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中核機能地域における既設の都市機能を補完し、市民の暮らしの安全の維持向上と、

「多地域と多世代の交流」をテーマにした暮らしの質の向上のために『生活創造拠点』を

形成します。 

④拠点整備方針 

現状・課題と利用者ニーズを踏まえ、生活創造拠点の整備方針を次の通りとします。 

 

 
 
 
 
 
 
【想定する利用者】 

全市民 

   

利用イメージ 運営イメージ 

・小中学生や高校生、その他市内の若者は、多

目的広場で自転車遊びやサッカーなど、広い

空間を利用した様々な遊びが楽しめます。 

・自由に遊具を設置したり、泥遊びや BBQ が

できる広場など、子育て世帯をはじめと

し、自由な発想で、遊びを楽しむことがで

きる広々とした環境を整備します。 

・子どもから高齢者までの多世代交流による

植栽活動等が行われ、市民が歩きたくなる

ようなフラワーガーデンを形成します。 

・ウォーキングコースや広大な広場で、健康

づくりを目的とした方々が、のびのびと活

動できる環境を整備します。 

・若者から高齢者まで、様々な市民のニーズを

取り入れられるよう、幅広い層で構成された

協議会により、公園の管理・運営、イベント

の企画実施を行います。 

・多目的広場では、地域の事業者や市民活動団

体などに公募を行い、市民が主体となったマ

ーケットなどの開催も行います。 

・市民が安心して楽しめるよう、遊び方のルー

ルや現場対応ができるような専門的な団体等

の育成を行い、運営につなげます。 

 

【導入機能】 

広場･公園機能、多世代多地域交流機能・子育て支援機能、防災機能 等 

 

 広場・公園機能 

シンプルに広大なエリアを確保し、レクリエーションやイベント等への活用、サッカー競技など市

民が楽しめる場所、散歩やジョギングなど市民の健康増進に寄与する場所としての公園を整備します。

また、すべての市民が利用しやすいユニバーサルデザインを徹底します。多様な活用ができることで、

地域や年代を問わない全市民の交流が生まれる場所とします。 

▶ より機能を充実する手法（例）：子どもが工作などで自由に遊べるプレーパーク、ランニングコース、

サッカー場としての活用、文化・アートを活かした空間づくり 
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 多世代多地域交流機能・子育て支援機能 

屋内のオープンスペースや休憩スペースのほ

か、子育て世帯が利用しやすくなるような支援ス

ペースの確保も検討します。多世代・多地域の交流

の機会を誘発するとともに、ソフト面では、子育て

世帯の互助サークルの立ち上げや勉強会・イベン

トの開催にも取り組みます。 

▶ より機能を充実する手法（例）： 

フラワーガーデンなどの市民協働管理、 

マルシェ、フリーマーケットの開催、市内の子どもが集まるイベント 

 

 防災機能 

現在、築館高校のグラウンドに位置付けられているヘリコプター離着陸場を拠点内に移動し、

防災機能を強化します。また、このエリア周辺における排水対策の検討も行います。 

▶ より機能を充実する手法（例）：太陽光発電、バイオトイレ※２、災害時仮設住宅 
※２ バイオトイレ：水を使用する必要がなく、おがくずやチップにより排せつ物を分解するシステムのトイ

レのこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【参考事例】 

西公園プレーパークの会（仙台市） 

 西公園で活動する市民団体。時間内であれば出

入り自由、子どもたちのみの参加も可能、会員以

外も参加可能、など自由なルールの中で活動して

いる。 

【参考事例】 

昭和の森（千葉市） 

 クロスカントリーの国際レースや実業団のト

レーニングなどの専門的な利用のほか、気軽なジ

ョギングや散歩のような市民の利用まで、利用者

に合った多様なコース設定が可能である。 

ランナーズインフォメーション研究所 

www.runnersinfo.org 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1527907498/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3Rha2Fpc2hpLWsubmV0L21hdGVyaWFsLzEvYXJ0aWNsZS8xODgvaGlnYXNoaWhhZ29yb21vMS5qcGc-/RS=^ADB8TGFIZ4RKw6Uf8XymoXuPXTbe80-;_ylt=A2RCL5kqsxBbQl0Avj0dOfx7;_ylu=X3oDMTBiaGxjcmduBHZ0aWQDanBjMDAy
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【ゾーニングイメージ】 

 

 

 

 

  

駐車場ゾーン 

広場・公園機能 等 

⇒広大なエリアにシンプ

ルな公園機能を整備 

公園ゾーン 

電子国土地理院（約 7,500 分の１地形図） 

築館高校グラウ
ンド整備エリア 

グラウンド 

⇒築館ＩＣ付近にある

築館高校グラウンド

の移転 等 
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⑤土地利用イメージ 

前頁までの検討や土地形状等を踏まえ、２案の土地利用イメージのポイントを示します。また、

土地利用イメージを次頁以降に示します。 

 

【生活創造拠点 各土地利用イメージのポイント】 

 

■Ａ案・Ｂ案共通事項 

・自動車の入り口は敷地南側です。（築館高校グラウンド整備エリアの計画に合わせ、その自動車進

入路は、北側に抜けるように検討します。）築館高校グラウンド整備エリアには、築館高校南側道

路からもアクセスできます。 

・観たり休んだりと気軽に楽しめるエリア（フラワーガーデン、コンコース等）や自由広場のように

日常利用の多いエリアを手前側に配置しています。 

・多目的市民の広場と芝生の広場を活用し、規模に応じたイベント開催が可能です。中規模のイベ

ントは芝生の広場、または多目的市民の広場のみを会場とすることができます。大規模イベント

開催時は、両エリアを全面使用し、手前の芝生広場でマルシェ等を開き、奥の多目的市民の広場で

ステージイベントを行う、という利用も可能となります。 

・調整池機能を持たせている緑地広場は、日常時は多目的な利用が可能です。 

・調整池の規模については、本拠点エリアと築館高校グラウンド整備エリアで、調整力を分担する

ことを想定しています。 

・動的なエリアと観るエリア、閑静なエリアなど異なる要素のエリアを設けることで、広大な公園

が単調にならないように意図しています。 

・ヘリポートの位置を独立させることにより、公園の機能を担保し、影響を少なくすることができます。 

・導入機能の配置イメージを示したものであり、今後、詳細な検討により変更になる場合があります。 

 

■Ａ案 

・芝生の広場や多目的市民の広場のように、行動的で目的のある方が利用するエリアを中央に配置し

ています。目的のある利用であれば、中央まで入っていく移動も心理的負担が少ないと考えます。 

・無駄の少ない、すっきりした配置です。 

・静かなエリアと活動的なエリアとが明確に分かれています。 

・駐車場を２箇所に配置し、利用しやすい位置に整備でき、混雑緩和にもつながります。 

 

■Ｂ案 

・駐車場への動線がスムーズになり、混雑緩和につながります。 

・駐車場への動線がスムーズ、かつ駐車台数を大きく確保することができます。 

・静かなエリアと活動的なエリアとで変化があり、周遊する楽しみがあります。 

・本エリアは、迫川の浸水想定区域内に位置していることから、堤防機能を兼ね備えた道路の整備

を想定しています。  
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グラウンド整備エリアは 

県の事業で整備予定。 

緑地広場 5,800 ㎡（8.3％） 

 

 グラスパーキング等の手法により、

緑豊かな空間とすることも可能です。 

低木の森 3,400 ㎡（5.5％） 

 

ランニングコースの設置 

多目的市民の広場 10,400 ㎡

（14.8％） 

 

【ポイント】 

ヘリポートは公園の機能への影響の少

ない位置に配置します。 

自由広場 4,900 ㎡（7.0％） 

 

【ポイント】 

活動的なエリアを敷地奥に整備し、気

軽な目的での利用を入口側に配置しま

す。 

 

芝生の広場 4,150 ㎡（5.9％）

  

パークステーション 350 ㎡（0.5％） 

 

【ポイント】 

イベントの規模に応じて範囲を区切っ

た会場設定が可能です。 

Ａ案：日常利用からイベントまでの利用を想定した案 

※検討中のプランであり、今後変更となる可能性があります。 
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緑地広場 5,800 ㎡（8.3％） 

 

 グラスパーキング等の手法により、

緑豊かな空間とすることも可能です。 

Ｂ案：排水対策として道路の整備を想定した案 

グラウンド整備エリアは 

県の事業で整備予定。 

【ポイント】 

大規模イベント開催時は、駐車場も活

用できる配置です。 

自由広場 3,700 ㎡（5.3％） 

日常的に気軽に利用するスペースを

利用しやすい位置に整備します。

 芝生の広場 4,700 ㎡（6.7％）  

 

パークステーション 350 ㎡（0.5％） 

 

【ポイント】 

活動的なエリアを敷地奥に整備し、気軽

な目的での利用を入口側に配置します。 

【ポイント】 

イベントの規模に応じて範囲を区切っ

た会場設定が可能となります。 

【ポイント】 

ヘリポートは公園の機能への影響の少

ない位置に配置します。 

【ポイント】 

駐車場への入口を複数設け、駐車場台

数も大容量に確保することで、混雑緩

和を図ります。 

※検討中のプランであり、今後変更となる可能性があります。 

低木の森 3,700 ㎡（5.3％） 

 

ランニングコースの設置 

多目的市民の広場 10,450 ㎡

（14.9％） 
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⑥整備イメージ 

拠点整備方針をもとに作成したイメージを示すものであり、今後、土地の状況を踏まえながら、

導入機能やそれらに必要な規模・面積、企画等の検討を進めます。 

 

 

Ａ案：日常利用からイベントまでの利用を想定した案 

Ｂ案：排水対策として道路の整備を想定した案 
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①拠点のコンセプトと形成イメージ等 

【拠点のコンセプト】 

 

 

 

【拠点の形成イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

【当拠点でイメージする将来の生活像 ～安心して稼げる高齢者農業～】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（２）『商業観光拠点』（みやぎ県北高速幹線道路と国道４号築館バイパス交差部周辺） 

 地元ならではの食材や旬の素材を活かした商品を販売できる。 

 市民のチャレンジを創出し、経済効果や活気を生み出す場。 

 大人から子どもまでが滞在して楽しめる場。 

 『ＡＬＬ栗原』の象徴として市民、来訪者が集える場。 

 
地元の素材を活かし、すべての来訪者が楽しめる商業観光エリア              
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②周辺エリアの現状と課題 

 市外とつながる拠点としてのポテンシャル 

大崎市と一関市の中間地点にあり、国道４号築館バイパス、国道 398 号の交差点を有して

いることから、市外及び市内全域から人が集いやすい恵まれた立地条件にあります。さら

に、みやぎ県北高速幹線道路が国道４号築館バイパスに接続することや、みやぎ県北高速幹

線道路と東北自動車道を接続する（仮称）栗原ＩＣの整備も予定されており、交通や流通の

新たな拠点となる可能性を有しています。 

 土地利用の高度化の必要性 

現在、元々が農地であり、道路整備が未完であることもあり、開発は小規模な集合住宅

等、僅かな程度に留まっています。活性化の拠点として有効活用できる土地が多く、土地利

用の高度化が求められる地域であると考えられます。 
 

【位置図】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

都市計画 用途地域：無指定地域（建ぺい率：７０％／容積率：２００％） 

農業振興 一部農業振興地域内農用地区域の指定あり 

交通機関 
・東北新幹線くりこま高原駅から車で約５分 

・東北自動車道築館ＩＣから車で約６分 

電子国土地理院（約 15,000 分の１地形図） 

 

（仮称）栗原ＩＣ 

４ 
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③ニーズ 

 産業の活性化 

市内の総生産額はいずれの産業においても上下に変動しながら推移していますが、長期的には

緩やかな減少傾向にあります。今後、生産年齢人口の減少に伴い、一層経済活動が衰退していくこ

とが考えられます。 

栗原市総合計画に関するアンケート（平成 27 年）では産業振興に関する施策への満足度が４割

程度となっており、他の項目より相対的に低く、施策の強化が望まれます。アンケートの自由意見

では具体的に直売所の建設や企業誘致、ブランド化やＰＲ強化などへの要望があげられています。 

また、岩ケ崎高校２年生を対象としたアンケート（平成 30 年）の結果でも、「産業・働く場所の

充実」や「商業施設（大型施設）の充実」等についての満足度は低くなっています。「祭りや伝統

行事」「食文化」といった項目は高いことから資源を活かした適切なＰＲの場・機会の充実が求め

られます。 

このため、商業観光拠点には産業の活性化のための機能の導入が必要であると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○若者ワークショップ・市民等検討会議・高校生アンケートでのアイディア 

 交通の要衝であることを活かし、三陸の魚介も買える商業施設 

 買ったものをその場で食べられるバーベキュー施設 

 おいしいものがたくさんあるのは栗原市の魅力 

 高齢者の方も集えるコミュニティの場 

 住民用のアクセス道路を作るなど、地元の方も利用しやすい施設 

 トライアル機能をもったマルシェ 

 10 地区をつなぐ公共交通との連携 等  

〇栗原市総合計画に関するアンケート（平成 27 年） 

〇市内総生産額の推移（平成 26年宮城県市町村民経済計算） 

長期的に緩やかな減少 
(100万円) 

「Ⅳ 地域の特性を活かした、産業や交流が盛んなまち
を創るために」についての満足度 
 
 

満足度 40.1% 26.1% 

基本方針別の満足度（→） 



20 

 

〇岩ケ崎高校生へのアンケート結果（平成30年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 交通量の増加への対応 

国道４号築館バイパスの整備とみやぎ県北高速幹線道路の整備により、拠点周辺の交通量は大きく

増加すると見込まれます。 

国道４号の交通量は 15,889 台/日（平

成 27 年度道路交通センサス）ですが、

混雑度が 1.14～1.26 と周辺道路と比べ

て高いため、バイパスの完全な整備後は、

一定数の交通量がバイパスに流れると

考えられます。建設途中のバイパスには

6,149 台/日（平成 27年度道路交通セン

サス）の交通量がありますが、計画交通

量では 14,600 台/日（国土交通省東北地

方整備局）と試算されています。 

また、一方でみやぎ県北高速幹線道路

のⅣ期（築館工区）が当エリアに該当し、

現況の交通量 5,423 台/日（平成 27年度

道路交通センサス）に対し、計画交通量

は 10,000 台/日（宮城県）とされており、

登米方面からの交通量の増加が見込ま

れます。 

本拠点は国道４号築館バイパスとみ

やぎ県北高速幹線道路の結節点にあり、

上記の背景から周辺道路の交通量の増

加が見込まれるため、周辺道路の通過者

をターゲットにした機能が求められま

す。 

〇新規整備道路の交通量予測 

増加 
増加 

〇拠点付近の道路交通状況 
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将来的なポテンシャルを活かし、産業振興に向けた『商業観光拠点』として位置

づけ、観光や商業の活性化、雇用の創出の拠点としての役割を担っていきます。 

 ④拠点整備方針 

現状・課題と利用者ニーズを踏まえ、商業観光拠点の整備方針を次の通りとします。 

 
 
 
 
 
 

【想定する利用者】 

全市民・観光客・ビジネス客 

 

利用イメージ 運営イメージ 

・市内の食材に加え、広域から集めた特産品も含

め、様々な品・情報を取りそろえ、観光客だけ

でなく、市民も買い物を楽しめる環境を整備

します。 

・休憩のためのオープンスペースやフードコ

ートがあり、多くの道路利用者が休憩時間

を楽しめる環境を整備します。 

・交通アクセス接続機能を兼ね備え、市内各地

から訪れる市民の足を確保できる交通接続

拠点とします。 

・高齢者が集まるとともに、コミュニティ活動と

連携し、高齢者が元気に活動できる空間を形成

します。 

・民間事業者がそれぞれの事業ノウハウを活

かすため、関心のある事業者を公募し、指定

管理など民間事業者が主体となった施設の

管理・運営手法を取り入れます。 

・市内の事業者や個人事業主等は、自分たちの

商品を販売することができます。運転が困

難な高齢者にも参画いただけるよう、共同

出荷などの仕組みも検討します。 

・高校生をはじめ、様々な層の市民が働けるよ

うな仕組みを検討します。 

 

【導入機能】 

産業振興機能、休憩施設機能、情報発信機能、交通アクセス機能 等 

 

 産業振興機能 

直売所等の地域の物産を販売する商業施設を設け、

地域経済の新たな拠点とするとともに、市内の雇用を

創出し、若い世代が地元で働ける経済基盤をつくりま

す。 

 

 

 

 

 休憩施設機能 

業務ドライバーや市内を通過する一般ドライバーのた

めの休憩スペースとなるようなオープンスペースや飲食

施設を整備し、立ち寄った方の滞留時間を長くします。 

▶ より機能を充実する手法（例）： 

フードコート、オープンスペースの設置 
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 情報発信機能 

オープンスペースには観光客向けに市内各地区の観光情報の発信ブースを設置し、各地域の観

光拠点へ誘導を図ります。また、市民向けに生活利便性向上に寄与する情報発信も行います。 

▶ より機能を充実する手法（例）：情報発信ギャラリーの設置、市内飲食店マップ、市民のなんでも

掲示板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 交通アクセス機能 

中核機能地域内の各拠点や市内の各地域を結ぶバスターミナルの機能を持たせることにより、

拠点同士の連携を促進します。 

▶ より機能を充実する手法（例）：バスターミナル、待合所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コミュニティ機能 

地元の方や高齢者の方が集い、利用しやすいようなコミュニティ機能を整備します。高齢者の

コミュニティ活動と連携した商品販売や情報発信に取り組みます。 

▶ より機能を充実する手法（例）： 

 市民コンサート等の市民活動団体による 

 活動発表の場としての活用、高齢者のコ 

ミュニティ活動で製作した商品の販売、 

料理教室、子育てカフェ 

  

トリップアドバイザー提供 
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【ゾーニングイメージ】 

前頁までの検討を踏まえ、ゾーニングイメージを以下に示します。 

今後さらに、商業観光の拠点として、買い物や地元情報の収集ができる機能に加えて、市民や

来訪者が集い、イキイキ働ける、そして誰もが愛着が持てるような場所としていくための機能や

企画の検討を進めます。 

また、多様な人材が活躍できる産業振興を目指し、性別・年齢などに関係なく、多様性（ダイ

バーシティ）を受け入れるための環境の整備や、就労や教育を積極的に促進する機能の検討も進

めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤整備イメージ 

拠点整備方針をもとに作成したイメージを示すものであり、今後、土地の状況を踏まえなが

ら、導入機能やそれらに必要な規模・面積、企画等の検討を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

前面道路 

買い物・食事や休憩等の利

用者を十分に受け入れられ

るスペースを確保します。 

駐車場 

産業振興機能・ 
コミュニティ機能 

市内外の人に利用される直売所等の商

業施設や、市民や高齢者が集うコミュ

ニティ機能を配置します。 

 

 

観光客やドライバーのための休憩施

設、観光情報や市民生活に関する情報

を発信するスペースを配置します。 

 

 

休憩施設機能・ 
情報発信機能 
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①拠点のコンセプトと形成イメージ等 

【拠点のコンセプト】 

 

 

 

【拠点の形成イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【当拠点でイメージする将来の生活像 ～若者サラリーマンの移住～】 

 

 

 

  

（３）『移住・交流拠点』（くりこま高原駅周辺） 

 栗原の豊かな自然を楽しめる居住空間。 

 くりこま高原駅から近く、仙台圏へのアクセスも良好。二地域居住も可能なエリア。 

 市民と観光客が空間を共にすることで交流が生まれ、新たな発想や活気を生み出す場。 

 『ＡＬＬ栗原』の玄関口となる場。 

 
市民と来訪者がともに滞在し、交流を楽しむエリア              
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②周辺エリアの現状と課題 

 市の玄関口としての役割 

くりこま高原駅周辺は、仙台圏・首都圏からの鉄道利用者にとって栗原市への入口となるエリア

であり、くりこま高原駅内のオアシスセンターやエポカ２１内の観光物産館は観光案内や情報発信

を担っています。平成 23 年以降、駅の利用者は増加傾向にあり、平成 27 年までの４年間で１日

あたりの駅の乗降人数は約 300 人増え、このエリアの栗原市の玄関口としての役割が浸透してき

ていると考えられます。 

 広大な駅前の農地の活用 

くりこま高原駅は新幹線停車駅としては賑わいに欠けています。駅周辺にはホテル１棟とそこに

内設された観光物産館、ショッピングセンター、公園がありますが、各施設のターゲットは分散し

ており、回遊性も乏しく、拠点としてのまとまりが失われています。このため、駅周辺の農地を

活用し、市の玄関口としてテーマ性を有した拠点整備が求められています。 

 

【位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敷地面積 約８～２０ha 

都市計画 用途地域：無指定地域（建ぺい率：７０％／容積率：２００％） 

農業振興 一部農業振興地域内農用地区域の指定あり 

交通機関 
・東北新幹線くりこま高原駅から車で約１～２分 

・東北自動車道築館ＩＣから車で約１０分 

電子国土地理院（約 15,000 分の１地形図） 
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③ニーズ 

 観光需要の増加 

平成 20 年と 23 年の震災を乗

り越え、栗駒山麓ジオパークが平

成 27 年に日本ジオパークに認定

されたこともあり、栗原における

観光の気運は高まりつつありま

す。平成 28 年には観光入込客数

は 200 万人を超え（宮城県観光統

計概要）、今後も一定数の観光客

が栗原を訪れると考えられます。 

 

 満足度の高い住みよさを 

活かした魅力発信 

岩ケ崎高校２年生を対象とし

たアンケート（平成 30 年）の結

果では、「住みやすい」「どちらか

というと住やすい」で合わせて７

割を超え、項目別の満足度でも

「人情・人のつながり」について

「満足」または「やや満足」で合

わせて９割を超え、住んでみてわ

かる栗原の住みよさがあること

がわかります。この点をＰＲし、

人々の移住・定住を促進する必要

があります。 

 

 田園都市での暮らしへのニーズ 

本拠点には一日 17～18 本(平

成 30 年 5 月現在)程停車するく

りこま高原駅があり、仙台駅へも

20 分程度で到達できます。新幹

線通勤が可能な利便性の高さを

活かし、都市住民に対して、魅力

的な農のある暮らしを提供する

住環境スペースの創出が可能な

エリアです。  

〇市民の日中滞在地（2015年） 

RESAS(地域経済分析システム）※元データは2015年国勢調査 

一定数が 
仙台市内へ 
通勤通学 
をしている 

〇岩ケ崎高校生へのアンケート結果（平成30年） 

〇栗原市の観光入込客数の推移（宮城県観光統計） 

住みやすさの評価（上）、「人情・人のつながり」に関する満足度（下） 

(n=83) 

(n=83) 
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元々の地区の特性と豊かな景観を活かし、市の玄関口として宿泊機能や飲食機能を

高め、来訪者が少しでも長く滞在したくなる魅力ある交流の場の創出と、交流を契

機とした移住を促進する住環境を創出します。 

 

         

○若者ワークショップ・市民等検討会議・高校生アンケートでのアイディア 

 多賀城駅に併設された「すくっぴー広場」のような機能がエポカ２１や駅前周辺にあると良い 

 土日にも利用できる子育て支援施設があると良い 

 若い世代が行きたいと思えるお店や施設があると良い 

 本屋や映画館など、文化的な楽しみのある場がほしい 

 商業ゾーンはイオンを活用する 

 インバウンドの１週間程度の長期滞在にも対応し、キッチン付きの宿泊機能があると良い 

 地域の人が優しい、静かで落ち着いていて住みやすいという魅力がある 

 電車の時間までちょこっと１杯、地酒を楽しめるバー 

 農のある暮らし、田園風景の魅力を体験していただく 

 宿泊施設や住居は特徴あるコンセプトがあると良い（自転車持ち込み可能、ペットＯＫ等） 等 

 

 

④拠点整備方針 

現状・課題と利用者ニーズを踏まえ、移住・交流拠点の整備方針を次の通りとします。 

 

 
 
 
 

【想定する利用者】 

全市民・観光客・ビジネス客 

 
利用イメージ 運営イメージ 

・来訪者は、駅周辺施設やオープンスペースを

回遊してもらい、栗原市内各地の情報を発

信できる環境を整備します。 

・ゲストハウスや飲食店等が立ち並ぶ交流拠点で

は、来訪者が地元民との交流を楽しめる環境を

整備します。 

・移住希望者が、通勤や買い物などに困ることな

く、かつ農業や自然との触れ合いなど、農村の

ライフスタイルを楽しめる空間を形成します。 

・くりこま高原駅やエポカ２１など、駅に関連

する施設との連携を図りながら、来訪者が

少しでも長く楽しめるコンテンツを提供し

ます。 

・地元の事業者や個人事業主等により、飲食店

やゲストハウスの運営を行い、市民と来訪

者の交流拠点を形成します。 

・既存の商業施設を活用し、居住者が日常生活

を不便なく送ることができる環境をつくり

ます。 
 
 

【導入機能】 

交流促進機能、宿泊・飲食機能、居住機能 等 
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 交流促進機能 

来訪者や市民が交流できるエリアを整備し、来訪者・市民の文化的な交流の創出を目指します。 

▶ より機能を充実する手法（例）：全天候型屋外フリースペース、交流ルーム（オープンスペース） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 宿泊・飲食機能 

栗原市の玄関口にふさわしい上質な宿泊・飲食機能の創出を目指します。 

来訪者が「栗原の食」を楽しめるように、小さな飲食店街を誘致し、来訪者の滞在時間を延ば

し、拠点性を高めます。観光客同士で情報共有したりする場として、誰でも使える小規模な宿泊

施設を設けます。 

▶ より機能を充実する手法（例）：ゲストハウス、カフェ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 居住機能 

移住・交流拠点では栗原への来訪者が、栗原市を好きになり移住したくなるようにまちを魅せ

ていきます。その移住希望者の受け皿となる住環境スペースを設け、市への若い世代の移住を促

進します。気軽に農業や菜園を楽しめるような場所も確保できます。 

▶ より機能を充実する手法（例）：自然エネルギーや次世代エネルギーを活用したスマートハウス、 

農園付き住宅 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島県薩摩川内市スマートハウス 
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エポカ 21（ホテル等） 
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エポカ 21（ホテル等） 
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⑤土地利用イメージ 

前頁までの検討を踏まえ、２案の土地利用イメージのポイントを示します。また、土地利用イメ

ージを次頁以降に示します。 

 

【移住・交流拠点 各土地利用イメージのポイント】 

 

■Ａ案・Ｂ案共通事項 

・交流ゾーンを手前に配置し、観光客等の市外の方との交流が生まれやすいように意図しています。 

・駅西口から西に伸びるイオン北側道路を、メインストリートとし、栗原市の顔となるエリアとな

るようにします。 

・現行の区画は目安であり、今後、住民の快適性、安全性等を配慮し、魅力ある区画割を検討します。 

・導入機能の配置イメージを示したものであり、今後、詳細な検討により変更になる場合があります。 

 

■Ａ案 

・商業施設や学校など、生活に必要な機能がエリア内にそろい、住民の日常生活における利便性が

高くなります。 

・学校と隣接する区画は緑地として設け、騒音の緩衝のためのエリアとしています。 

・駅の西側に住宅ゾーンを配置することで、暮らしの中で栗駒山や周囲の田園風景を楽しめます。 

 

■Ｂ案 

・駅の両側に機能を配置することで、駅周辺を回遊する動線が生まれます。 
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Ａ案：駅西側エリアの開発案 
※検討中のイメージであり、今後変更となる可能性があります。 

各ゾーンの面積（㎡） 

住居ゾーン 194,530

18,300

交流ゾーン 9,800

商業ゾーン 70,700

エポカゾーン 10,000

公園 4,100

公共施設・商業施設誘致ゾーン

1.0ha 

イメージ：区画エリアＢ・Ｄ 

既存駐車場 

既存駐車場 

公共施設・商業施設誘致 

ゾーン 
交流ゾーン 

公園 

フットパスでは、栗原市に由来する植物

や風景を楽しみながら歩くことができ

ます。 

既存駐車場 

住居ゾーン 

イメージ：区画エリアＡ 

7.1ha 

イメージ：区画エリアＣ 

エポカ 21 ゾーン 

19.5ha 

1.8ha 
1.0ha 

1.0ha 

商業ゾーン 

0.4ha 
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【留意事項】 

・駅の西側エリアと東側エリアで周

遊する動線の工夫が必要です。 

Ｂ案：駅東側エリアの開発案 

各ゾーンの面積（㎡） 

※検討中のプランであり、今後変更となる可能性があります。 

エポカ 21 ゾーン 

住居ゾーン 80,100

18,300

交流ゾーン 9,800

商業ゾーン 70,700

エポカゾーン 10,000

公園 4,100

公共施設・商業施設誘致ゾーン 

住居ゾーン 

1.8ha 

公共施設・商業施設誘致 

ゾーン 
交流ゾーン 

商業ゾーン 

公園 

フットパスでは、栗原市に由来する植物や

風景を楽しみながら歩くことができます。 

イメージ：区画Ａ・Ｂ・Ｃ 

既存駐車場 

既存駐車場 

8.0ha 

1.0ha 
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⑥整備イメージ 

拠点整備方針をもとに作成したイメージを示すものであり、今後、土地の状況を踏まえながら、

導入機能やそれらに必要な規模・面積、企画等の検討を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ案：駅西側エリアの開発案 

Ｂ案：駅東側エリアの開発案 
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（４）中核機能地域各拠点の役割・連携、効果的な活用方法のイメージ 

 

①拠点の役割イメージ 

各拠点の役割を以下の通りに整理します。 

  



36 

 

②拠点の連携イメージとその効果 

市民や栗原市を訪れた来訪者に、より栗原の魅力を感じ、栗原での生活を安心して楽しんでもら

うためには、各拠点が連携し、その機能を効果的に発揮していくことが求められます。そこで、以

下に、中核機能地域の各拠点の連携により発揮される効果を示します。 

 

３拠点の連携イメージと発揮される効果① 

【交流人口の拡大・来訪者の滞在時間の増加】 

【３拠点の役割・連携】     【連携がもたらす効果】       【発揮される効果】 

 

 

 

 

 

 生活創造拠点で実施される市民活動を、より多くの市民や観光客等にも知ってもらうため、

商業観光拠点や移住・交流拠点でも、市民活動に係るイベント等を開催し、広く情報を発信

します。 

 移住・交流拠点で、地元の人と来訪者の交流によって生まれた取組を、生活創造拠点や商業

観光拠点でも、市民活動として広く発信します。 

 観光客や家族連れが多く来訪する商業観光拠点では、市内各地で遊べる場所の情報を発信

し、生活創造拠点における多目的広場や、移住・交流拠点における交流ゾーンへの誘導によ

り、中核機能地域内での回遊性を高め、栗原市を堪能できる空間にします。 

 市民、子ども、外国人を含む移住者等がコンシェルジュとして、３拠点を案内します。 

 商業ゾーンで活躍する飲食店や物販経営者が、生活創造拠点でのイベントや期間限定の出店

をすることで、地元の人と来訪者をつなぎ、来訪者にとっても居心地のよい環境を創出しま

す。 

 生活創造拠点に市外からのスポーツ・レクリエーション利用者を誘致し、移住・交流拠点で

宿泊受入を行います。 

 

  

イベント・ 

市民活動の開催、 

情報発信 

来訪者による 

拠点間の往来 
交流人口の拡大 
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３拠点の連携イメージと発揮される効果② 

【安心できる生活空間の形成】 

【３拠点の役割・連携】     【連携がもたらす効果】       【発揮される効果】 

 

 

 

 

 

 

 

 コミュニティ機能や多世代交流機能を中心とした連携により、市民の多世代の交流が生まれ、

フラワーガーデンや多目的広場などを、魅力ある空間にするための市民活動を展開します。 

 居住ゾーンや商業ゾーンと、広場・公園機能や子育て支援機能が連携することで、子育て世帯

が、安心して買い物や子育てができる生活環境が形成されます。 

 市内と拠点を結ぶ交通システムを導入することで、車を運転しない市民、高齢者でも、買い

物やコミュニティスペースを楽しむことができます。 

 新幹線で訪れた観光客が、拠点間を結ぶ交通システムや自転車の利用により、生活創造拠点

や商業観光拠点を、周遊し楽しむことができます。 

 

 

３拠点の連携イメージと発揮される効果③ 

【地域経済循環の推進】 

【３拠点の役割・連携】     【連携がもたらす効果】       【発揮される効果】 

 

 

 

 

 

 

 

 市内事業者や市民活動を行う団体、新たな取組にチャレンジしたい市民、若者など、様々な

立場が異なる人材同士の新たな交流が生まれることで、栗原市内外のニーズに合った新たな

ローカルビジネスの創出が期待されます。 

 市民が新たに創り出したサービスや商品を、各拠点で発信・テストマーケティングすること

で、市民や観光客、来訪者や移住希望者など、様々な人に栗原市の情報を発信します。 

 市内外のネットワークが広がり、市外から多様な人材が訪問・交流することにより、ローカ

ルビジネスの創出・拡大が推進されます。 

 

  

生活支援、商業・ 

観光、交流等 

拠点ごとの機能発揮 

受けられる 

生活サービスの 

コンパクト化 

安心できる 

生活空間の形成 

拠点間の 

様々な人材交流 

市民自らが創る 

新たな事業の創出 

地域経済循環の 

推進 
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①生活創造拠点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②商業観光拠点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③移住・交流拠点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※点線は、想定される期間に幅を持たせた期間として示しています。 

３拠点の整備スケジュールを以下のように想定します。計画の関係者との調整、社会動向等によっ

て、スケジュールは前後する可能性があります。 

４．整備スケジュール 

年度

基本計画

各種調査（測量等）

設計

用地取得

整備工事

関係者協議

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ６年目以降

基本設計 実施設計

年度

基本計画

各種調査（測量等）

設計

用地取得

整備工事

関係者協議

２年目 ３年目 ４年目 ５年目１年目 ６年目以降

基本設計 実施設計

年度

事業計画

各種調査（測量等）

土地利用調整

事業手法の検討

設計

整備工事

関係者協議

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ６年目以降

基本設計 実施設計
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① 実現化に向けた推進体制 

「ＡＬＬ栗原」で市全体の魅力を高める中核機能地域形成の実現化を目指していくため、市

民、関係団体、民間事業者等と連携し、各拠点で展開する取組や、それらを実現するための課

題・対応策について協議・検討を進めていくこととします。 

あわせて、民間による開発を促進するため、事業に関わる可能性のある事業者の掘り起こしも

進めていきます。 

また、中核機能地域の整備にあたっては、事業内容の周知や説明会等を行いながら、地元住民

との合意形成を図りながら進めていきます。 

 

【推進体制のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５．実現化方策の検討 

 

中核機能地域 

生活創造拠点 商業観光拠点 移住・交流拠点 

栗原市 

連携・調整 

 

市
民 

市
民
活
動
団
体 

商
工
会 

観
光
物
産
協
会 

自
治
会 

民
間
事
業
者 

開発事業者 
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②実現化の手法の整理 

整備手法の検討については、栗原市の財政負担等を勘案し、導入する施設の内容等を踏まえ、

各種補助事業を視野に入れた検討を進めます。 

また、中核機能地域の整備や施設の運営等については、より効率的かつ効果的な整備や事業を展

開するために、民間活力を活用した事業スキームの検討のほか、民間事業者による自主開発など、

民間を主体とした事業手法についての検討も進めます。 

 

【想定される補助事業】 

事業名 事業内容 補助率 

社会資本整備

総合交付金 

○ 都市・地域交通戦略推進事業 

想定対象：商業観光拠点 

徒歩、自転車、自動車、公共交通など多様なモードの連

携が図られた、自由通路、地下街、駐車場等の公共的空間

や公共交通などからなる都市の交通システムを明確な政策

目的の下、都市・地域総合交通戦略等に基づき、パッケー

ジ施策として総合的に支援。 

１／３ 

（立地適正化計

画に位置付けら

れた事業１／２） 

農山漁村地域

整備交付金 

○ 中山間地域総合整備事業 

想定対象：商業観光拠点 

農業の生産条件等が不利な中山間地域において、農業・

農村の活性化を図ることを目的として農業生産基盤の整備

と農村生活環境等の整備を総合的に実施。 

５５％ 

農山漁村活性

化プロジェク

ト支援交付金 

想定対象：商業観光拠点 

人口減少や高齢化により活力が低下している農山漁村にお

いて、定住や都市住民による二地域居住、都市と地域間交流

を促すことにより、農山漁村を活性化させることを目的に、

生活基盤、施設の整備に関する事業や、農林漁業の体験のた

めの施設等の整備に関する事業が対象。 

１／２ 
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【想定される事業手法】 

組合施行によ

る区画整理 

想定対象：移住・交流拠点 

地権者の 2／3以上の同意があり、同意をした地権者の土地及び借地の面積

合計が区域内の宅地の総面積と借地権の目的となっている宅地の総面積の合計

の 2／3以上になっていれば事業を実施することができます。土地区画整理組

合（以下組合）を設立しようとする者は、７人以上共同して、定款及び事業計

画を定め、その組合設立について都道府県知事の認可を受ける必要がありま

す。 

民間活力導入 想定対象：すべての拠点 

民間活力導入の主な方式を以下に示します。 

 

設計・施工一括発注

方式 

1 つの事業者が設計と施工を一体的に実施する方式で

あり、設計の契約と工事の契約を同時に行う方式。 

指定管理者制度 公共施設について、民間事業者等が有するノウハウを

活用することにより、住民サービスの質の向上を図る

ことで、施設の役割を効果的に達成するために設けら

れた制度。 

ＰＦＩ方式 PFI とは、「プライベイト・ファイナンス・イニシア

ティブ」の略であり、効率的かつ効果的な公共サービ

スの提供を図るという考え方のもとに、公共施設等の

設計、建設、維持管理及び運営に、民間の資金とノウ

ハウを活用し、公共サービスの提供を民間主導で行う

事業手法。 

あ 

民間開発 想定対象：商業観光拠点、移住・交流拠点 

民間事業者による自主開発。 

 


